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木質バイオマス
の生産・蓄積
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発電・熱利用
木くず発電・熱利用

エネルギー利用

他産業の木くず

建物解体等

他産業の木（又は紙）製品

木くずMR

他産業の
発電・熱利用

他産業の
発電・熱利用

・木材工業残材（製
造時）
・木くず

・製品輸入
→製材1591→1331→1014万㎥
→合板842→795→575万㎥
→チップ3698→3291→2754万㎥

・素材(丸太)生産量<需>

3601→2915→ 2400万㎥
国産輸入内訳
→国内1799→1703→1796万㎥
→海外1802→1212→604万㎥
用途別内訳
→製材用2502→1956→1515万㎥
→合板用538→460→379万㎥
→チップ用473→392→319万㎥
樹種別内訳<統>

→国産材
→すぎ778→777→905万㎥
→ひのき231→201→203万㎥
→からまつ158→191→199万㎥
→その他針葉樹

285→202→173万㎥
→広葉樹347→247→240万㎥

→南洋材309→138→53万㎥
→米材811→533→401万㎥
→北洋材573→484→98万㎥
→NZ材187→97→86万㎥

・建築での利用<AIJ>

合計推1626.0→1486.9→1143.4万トン
→製材推1280.0→1172.3→917.8万トン
→合板推175.7→178.9→125.9万トン
→他推170.3→135.7→99.6万トン

・建設発生木材<副>

268→278→249万トン

・建築木くずMR（紙）<小>

19→36→36万トン（新解合計）

・建築木くずMR（PB）<小>

18→34→34万トン（新解合計）

・建築木くずTR<小>

52→97→98万トン（新解合計）

＊データの主な出所＊ <需>木材需給表、農林水産省、 <統>木材統計、農林水産省、
<AIJ>建物のLCA指針、AIJ、<副>建設副産物実態調査、国土交通省、 <小>小林ら、建築
廃棄物処理の現状分析と環境負荷削減の可能性、AIJ環境系論文集、pp.97-104、2009.1

2000年→青字、2005年→黒字、2010年→赤字
注記： 本図は複数の資料をもとにデータを整備している。異なった出所間の
数値に極端に大きな違いはないが、完全に一致していない部分がある。
建設発生木材及びMR、TR量の2010年値は2008年建設副産物実態調査に基
づく。 図中「MR」はマテリアルリサイクル、「TR」はサーマルリサイクルの意。

2000年：青字 2005年：黒字 2010年：赤字

A. ものづくり・社会
づくりの環境負荷評価

・建築物・建材の評価
・木材利用の環境負荷分析
・地域の活動の評価・分析

環境に配慮した建築物
・建材等の使い方とは？

建築物の評価方法の
提案、計算ツール開発

・評価ルール（指針）の提案
・評価ツールの作成
・炭素税導入時の活用策提案

B. LCAの
活用方法の提案

C. LCAに不可欠な
データベース開発

海外のデータベース、
建築のデータ開発

・日本のデータベース
（IDEA）の開発
・海外のデータベースの開発
・建築物実務者のニーズを踏
まえたデータベースの開発

LCAを用いて環境影響（例：CO2排出量）を見える化（数値化）し、
持続可能な社会のあるべき姿を提案します。

公開用整
理番号

種類 分類 名称 単位
GHG排出量[kg-

CO2e/単位] 
55 製品 農業 玄米 kg 1.35E+00
56 製品 農業 麦類 kg 6.22E-01
57 製品 農業 豆類 kg 8.90E-01
58 製品 農業 雑穀 kg 2.75E-01
59 製品 農業 いも類 kg 5.23E-02
60 製品 農業 果菜類（施設） kg 1.90.E+00

61 製品 農業 果菜類（露地） kg 3.91.E-01
62 製品 農業 葉茎菜類 kg 3.33E-01

63 製品 農業 根菜類 kg 2.28E-01
64 製品 農業 しいたけ（栽培） kg 3.72E+00
65 製品 農業 きのこ（栽培） kg 1.65E+00
66 製品 農業 仁果果実 kg 4.65E-01
67 製品 農業 かんきつ類果実 kg 6.83E-01
68 製品 農業 核果果実（もも、すもも、さくらんぼ、うめ等） kg 9.67E-01

69 製品 農業 熱帯産果実（キウイフルーツ、パインアップル等） kg 5.51E-01
70 製品 農業 飼料作物（トウモロコシ等） kg 2.99E-02
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＊LCA：製品等のライフサイクル（製造・使用・廃棄等）における環境負荷を定量的に評価する手法

投入原材料
・コンクリート 17ton
・鉄 2ton
・木材 11ton
・プラスチック 0.5ton
・ガラス・陶磁器 10ton

などなど

投入エネルギー（施工）
・ガソリン 2.4GJ
・軽油 5GJ

などなど

住宅 1戸（125m2）

戸建住宅 A

住宅資材
の製造・
施工

環境負荷物質
・大気放出物 →CO2、SOxなど
・水圏放出物 →BOD、CODなど
・固形廃棄物 →放射性廃棄物など

∑（CO2排出量）＝∑（原材料＆エネルギー量×CO2原単位）

コンクリート：17ton
×0.2ton-CO2/ton＝3.4ton-CO2

鉄：2 ×1.4 ＝2.8
木材：11 ×0.3 ＝3.3

プラスチック：0.5 ×4.7 ＝2.4
ガラス・陶磁器：10 ×1.0＝10

ガソリン：2.4×0.082＝0.20
軽油：2 ×0.078 ＝0.16

合計が住宅１戸あたりのCO2排出量
→合計：22.3ton-CO2/戸

設計 製造・施工 生活

改修
解体

処理

建築に関わるライフサイクルプロセス

木材のマテリアルフロー分析イメージ 建築物の評価イメージ データベース整備のイメージ


